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平成24年 第１回定例会（2月21日～3月27日）

…伝えたい議会のこと  お聞きしたい皆さんの声…

「議会報告会」 を開催します

3月議会で審議した内容について、この市議会だよりを資料として、議員が市民の皆さまにご報告いたします。
お申し込みは不要ですのでお気軽にご来場ください。※両日共、手話通訳を実施いたします。

5月18日（金） 午後7時から
新所沢まちづくりセンター ホール

5月26日（土） 午後2時から
三ケ島まちづくりセンター ホール

所沢市議会「初」の政策討論会を開催しました

2月4日に市役所3階全員協議会室で「政策討論会」を開催しました。 （詳細は8ページ参照）
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質問・答弁は要旨を掲載しています。なお、会議録は作成後、市立図書館、
市政情報センター（市役所1階）ほかで閲覧できます。
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▲施政方針演説中の藤本市長

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業

会
計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
平
成
23
年
度
補
正
予
算
》

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
は
一

般
会
計
の
ほ
か
、
所
沢
市
下
水
道
特
別
会
計
等

の
特
別
会
計
6
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
補
正
は
、
4
億
5
、
9
4
2
万
5
千
円

の
減
額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
8
9
3
億
3
、
4
0
9
万
9
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
予
算
の
お
も
な
内
容
は
後
述
の

事
業
の
ほ
か
、
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業
、

一
般
廃
棄
物
運
搬
・
処
分
業
務
委
託
事
業
、
学

校
施
設
耐
震
補
強
事
業
な
ど
で
す
。

■
排
ガ
ス
等
放
射
性
物
質
測
定
業
務
委
託
事
業

1
4
9
万
1
千
円

　

平
成
24
年
1
月
か
ら
焼
却
灰
等
に
お
け
る
放

射
性
物
質
濃
度
の
測
定
・
報
告
、
ま
た
、
排
ガ

ス
中
に
お
け
る
放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
（
月

に
1
回
以
上
）
な
ど
が
、
放
射
性
物
質
汚
染
対

処
特
措
法
施
行
規
則
の
完
全
施
行
に
伴
い
義
務

付
け
ら
れ
た
た
め
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
主
灰
、
飛
灰
、
1
号
お
よ
び
2
号

焼
却
炉
と
灰
溶
融
炉
の
排
ガ
ス
に
つ
い
て
、
放

射
性
物
質
濃
度
の
測
定
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
施
行
規

則
に
よ
っ
て
、
排
ガ
ス
測
定
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
に
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

由
来
の
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
、
環
境
汚
染
に

対
す
る
自
治
体
等
の
責
務
と
講
ず
る
べ
き
措
置
、

健
康
や
生
活
環
境
に
及
ぶ
影
響
を
速
や
か
に
低

減
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
。

■
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

8
、
8
1
3
万
7
千
円

　

総
務
省
に
お
い
て
、
電
波
の
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
た
め
の
予
算
措
置
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
固
定
系
防

災
行
政
無
線
の
親
局
を
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ

併
用
で
き
る
設
備
へ
の
改
修
を
図
る
と
と
も
に

子
局
を
増
設
す
る
も
の
で
す
。

　

増
設
す
る
子
局
の
数
を
11
基
と
し
た
理

由
は
何
か
。

　

補
助
金
の
交
付
要
件
に
、
設
置
場
所
が

避
難
所
に
な
る
こ
と
、
親
局
と
避
難
所
に

お
け
る
双
方
向
の
通
信
を
可
能
と
す
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
可

予
算
関
係

議案議案
平成24年　第1回（3月）定例会

を可決しました
おもな議案の概要

　平成24年第1回（3月）定例会は、2月21日から3月27日までの36日間
の会期で開会されました。
　市長からは、予算関係16件、所沢市税条例の一部を改正する条例制定を
含む条例関係24件など、計49件の議案が提出されました。
　開会初日、藤本市長は施政方針の中で、前例にとらわれず、機を見て敏
に、民間も一緒になって、そして所沢市民の幸せを考える専門職たる市職員
に120%の力を発揮してもらい、一丸となって所沢市を動かしていきたいと
いう気持ちで市政運営に取り組んでいくと述べました。具体的には、「文教
都市　所沢」の実現を目指し、「教育」「環境」「福祉・自治」「文化・ブラン
ド」「行政」の各分野に対する「5つの思い」を市政運営の柱とし、個々の事
業を実施計画に位置づけ、着実に実現していくと述べました。
　提出された議案は、副市長選任の同意を求めることについてほか3件の追
加議案を含めて、すべて可決しました。
　また、議員からは、所沢市議会議員定数のあり方に関する審議会設置条例
の制定のほか1件の議案が提出され、いずれも可決しました。

　平成24年第1回（3月）定例会は、2月21日から3月27日までの36日間
の会期で開会されました。
　市長からは、予算関係16件、所沢市税条例の一部を改正する条例制定を
含む条例関係24件など、計49件の議案が提出されました。
　開会初日、藤本市長は施政方針の中で、前例にとらわれず、機を見て敏
に、民間も一緒になって、そして所沢市民の幸せを考える専門職たる市職員
に120%の力を発揮してもらい、一丸となって所沢市を動かしていきたいと
いう気持ちで市政運営に取り組んでいくと述べました。具体的には、「文教
都市　所沢」の実現を目指し、「教育」「環境」「福祉・自治」「文化・ブラン
ド」「行政」の各分野に対する「5つの思い」を市政運営の柱とし、個々の事
業を実施計画に位置づけ、着実に実現していくと述べました。
　提出された議案は、副市長選任の同意を求めることについてほか3件の追
加議案を含めて、すべて可決しました。
　また、議員からは、所沢市議会議員定数のあり方に関する審議会設置条例
の制定のほか1件の議案が提出され、いずれも可決しました。



平成24年（2012年）4月27日 ところざわ市議会だより

3

能
な
か
ぎ
り
公
共
施
設
に
、
か
つ
既
存
の
無
線

と
重
複
し
な
い
場
所
に
設
置
し
た
い
意
向
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
11
か
所
の
候
補
地
を
選
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

《
一
般
会
計
予
算
》

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
8
7
8

億
円
で
、
前
年
度
比
0
・
5
%
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

　

新
規
事
業
は
、
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

（
仮
称
）
小
手
指
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
用
事
業
、

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
（
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
開
設
事
業
）、
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム

等
更
新
事
業
、
一
日
保
育
者
体
験
事
業
、
家
庭

ご
み
土
曜
日
受
け
入
れ
業
務
委
託
事
業
、
地
域

を
つ
な
ぐ
地
元
農
産
物
消
費
拡
大
事
業
、
宅
地

耐
震
化
調
査
事
業
、
土
木
積
算
シ
ス
テ
ム
更
新

事
業
、
所
沢
市
地
域
防
災
計
画
改
訂
事
業
、
所

沢
図
書
館
分
館
施
設
管
理
運
営
事
業
、
下
水
ポ

ン
プ
場
等
運
転
監
視
設
備
整
備
事
業
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

お
も
な
事
業
内
容
や
質
疑
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

学
び
の
環
境
の
充
実

■
学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
2
9
万
4
千
円

　
「
所
沢
市
学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

に
お
い
て
な
さ
れ
た
提
言
を
受
け
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
市
内
児
童
生
徒
の
学
力

向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

■
学
校
運
営
マ
ル
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

1
、
0
1
7
万
円

　

授
業
や
学
校
行
事
を
は
じ
め
校
務
全
般
に
わ

た
り
、
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
、
豊
富
な
経

験
と
知
識
を
有
す
る
教
員
経
験
者
を
学
校
運
営

マ
ル
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
中
学
校
に
配
置
し
、

学
校
運
営
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境

■
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
（
小
学
校
）

1
、
3
0
0
万
円

■
学
校
施
設
耐
震
補
強
事
業
（
中
学
校
）

1
、
5
5
0
万
円

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
生
活
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域

住
民
等
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
耐
震
化

は
最
重
要
課
題
で
す
。
平
成
25
年
度
の
完
了
を

目
指
し
、
平
成
24
年
度
は
、
小
学
校
2
校
お
よ

び
中
学
校
3
校
、
合
計
5
校
の
耐
震
補
強
工
事

設
計
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

生
涯
に
わ
た
る
学
び

■
所
沢
図
書
館
分
館
施
設
管
理
運
営
事
業

2
億
1
、
8
4
7
万
7
千
円

　

所
沢
図
書
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
経
費
の
節
減
の
た
め
、
平
成
24

年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
う
管
理
委
託
料
を
支

払
う
も
の
で
す
。

　

指
定
期
間
で
あ
る
5
年
の
間
に
お
い
て
、

市
民
か
ら
の
要
望
や
図
書
館
中
長
期
計
画

次
第
で
は
、
管
理
運
営
の
基
に
な
る
仕
様
書
の

変
更
は
あ
り
え
る
の
か
。

　

5
年
間
の
基
本
協
定
と
は
別
に
、
年
度

協
定
の
中
で
新
た
な
問
題
や
課
題
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
そ
の
段
階
で
年
度
ご
と
に
協

定
を
結
ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

エ
コ
タ
ウ
ン
の
形
成
に
向
け
て

■（
仮
称
）マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ
ン
所
沢
構
想
策

定
事
業

6
1
1
万
5
千
円

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、

も
っ
た
い
な
い
の
心
を
大
切
に
し
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
取
り
組
み
、
マ
チ
ご
と
エ
コ
タ
ウ

ン
を
創
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
基
礎
調
査
を
実

施
し
、
平
成
25
年
度
に
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　

現
段
階
で
想
定
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　

太
陽
光
発
電
と
太
陽
熱
利
用
の
ほ
か
、

風
力
、
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
中
熱
利

用
等
を
検
討
し
て
い
る
。

地
産
地
消
の
推
進

■
地
域
を
つ
な
ぐ
地
元
農
産
物
消
費
拡
大
事
業

7
7
1
万
4
千
円

　

魅
力
あ
る
地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る

た
め
、
地
元
農
産
物
を
通
し
て
生
産
地
と
消
費

地
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
、
移
動
販
売
モ

デ
ル
を
通
し
て
、
販
売
形
態
や
地
元
農
産
物
に

対
す
る
認
知
度
・
需
要
等
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
多
面
的
な
効
果
に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。

　

買
い
物
弱
者
対
策
を
含
む
多
面
的
効
果

の
検
証
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う

の
か
。
ま
た
、
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
福
祉
部

門
と
の
連
携
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

引
き
売
り
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
る
。
そ
の
中
で
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、

福
祉
部
門
と
の
協
議
等
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

環
境
に
関
す
る
計
画
の
着
実
な
実
施

■
み
ど
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
活
動
推
進
事
業26

万
円

　

ふ
る
さ
と
所
沢
の
み
ど
り
を
守
り
育
て
る
条

例
に
基
づ
き
、
み
ど
り
の
保
全
お
よ
び
緑
化
の

推
進
に
関
し
て
自
発
的
、
実
践
的
に
行
動
す
る

個
人
や
団
体
を
「
み
ど
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と

し
て
登
録
し
、
情
報
の
提
供
や
緑
化
資
材
の
助

成
等
、
育
成
・
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
み
ど
り
を
よ
り
豊
か
に
す
る
市
民
活
動
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

人
と
人
の
支
え
合
い
に
よ
る
福
祉

■
所
沢
市
障
害
者
団
体
ふ
れ
あ
い
活
動
支
援
事

業

3
3
0
万
円

　

障
害
者
団
体
等
を
対
象
と
し
て
社
会
参
加
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
購
入
し
た
、
福

祉
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
号
」
は
、
導
入
後
10
年
を

経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
平
成
24
年
度
以
降
の

事
業
継
続
が
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

引
き
続
き
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

新
た
に
所
沢
市
障
害
者
団
体
ふ
れ
あ
い
活
動
支

援
事
業
を
実
施
し
、
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
経
費
の
一
部

（
バ
ス
代
）
を
補
助
し
ま
す
。

　

バ
ス
利
用
代
の
一
部
補
助
の
上
限
額
は

い
く
ら
な
の
か
。

　

障
害
者
の
自
立
支
援
に
つ
な
が
る
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
障
害
者
団
体
等
に
、
年
4
回
、
1
回

に
つ
き
7
万
円
を
上
限
と
し
た
バ
ス
代
の
一
部

補
助
を
想
定
し
て
い
る
。

教
　
育

環
　
境

福
祉
・
自
治

教
　
育

環
　
境

福
祉
・
自
治
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▲トコろん

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

■
一
日
保
育
者
体
験
事
業

1
5
6
万
円

　
講
師
に
よ
る
講
演
や
体
験
保
育
を
通
し
て
保

護
者
の
親
心
を
育
み
、
ま
た
、
保
護
者
が
楽
し

み
な
が
ら
子
育
て
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
の

人
格
を
尊
重
し
心
豊
か
な
次
世
代
を
担
う
大
人

へ
の
成
長
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本

事
業
を
通
し
て
保
育
士
の
資
質
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
保
育
士
と
保
護
者
の
信
頼
関
係
を
さ

ら
に
深
め
、
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
り
豊
か
な
成

育
環
境
を
築
く
も
の
で
す
。

　

公
立
・
民
間
保
育
園
そ
れ
ぞ
れ
で
、
事

業
実
施
の
検
討
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
公
立
保
育
園
で
は
幹
部
職
員
を
対
象
に

研
修
を
実
施
し
、
園
長
会
に
お
い
て
も
話

し
合
い
の
場
を
持
っ
た
。
民
間
保
育
園
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
の
補
助
金
等
の
説
明
会
に

お
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業
（
10
か
月
児
健
康
診

査
）

1
、
4
1
1
万
4
千
円

　
10
か
月
期
は
、
乳
児
期
の
う
ち
身
体
発
育
、

精
神
発
達
、
社
会
性
の
発
達
の
面
か
ら
重
要
な

時
期
で
あ
り
、
保
護
者
に
よ
る
食
事
・
歯
科
衛

生
・
育
児
全
般
な
ど
の
養
育
環
境
の
整
備
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
乳
幼
児
の
健
康

の
保
持
増
進
、
育
児
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
「
10
か
月

児
健
康
診
査
」
を
実
施
し
、
各
種
の
疾
病
、
異

常
（
発
達
の
遅
れ
、
障
害
を
含
む
）、
不
適
切
な

養
育
を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
育
児
、
栄
養
、
歯
科
衛
生
に
つ
い

て
の
援
助
、
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。

　

対
象
乳
児
数
と
実
施
時
期
、
対
応
す
る

医
療
機
関
等
は
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
2
、
1
7
5
人
を
受
診
対
象
と
し
、
現

在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
乳
幼
児
健

診
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
機
関

を
中
心
に
平
成
24
年
7
月
か
ら
の
実
施
を
想
定

し
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

■
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
（
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
開
設
事
業
）

6
4
7
万
6
千
円

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
地
域
に
あ
る
個
々
の
既
存
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
発
展
さ
せ
た
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
順
次
移
行
す
る
等
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
が
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、『
地
域
の
こ
と
は
、
地
域
で
決
め
る
』
と

い
う
住
民
自
治
を
基
本
と
し
た
地
域
力
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
民
の
利
便
性
を

高
め
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
充
実

を
図
る
た
め
、
並
木
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
小
手
指
公
民
館
分
館
に
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
住
民
票
等
各
種
証
明
書
の
交
付

を
行
い
ま
す
。

　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
開
始
に
あ

た
り
、
モ
デ
ル
地
区
候
補
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。

　
平
成
24
年
度
中
に
決
め
た
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
施
設
改
修
に
つ
い
て

は
、
軽
微
な
工
事
で
対
応
で
き
る
施
設
か
ら
順

次
進
め
て
い
き
た
い
。

所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

■
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

2
4
6
万
5
千
円

　
所
沢
市
が
保
有
す
る
自
然
や
歴
史
、
文
化
財
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
既
存
資
源
（
個
別
ブ
ラ
ン

ド
）
の
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

個
別
ブ
ラ
ン
ド
を
有
機
的
に
連
携
し
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
所
沢
ブ
ラ
ン

ド
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
航
空
発
祥
の
地
」
を
広

め
る
た
め
、
平
成
23
年
に
開
催
し
た
航
空
発
祥

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の
「
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ

大
会
」
を
、
日
本
折
り
紙
ヒ
コ
ー
キ
協
会
と
共

催
で
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ト
コ
ろ
ん
」
を
多
く
の
市
民
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
関
連
グ
ッ
ズ
を
作
成
・

販
売
し
ま
す
。

　

ト
コ
ろ
ん
関
連
グ
ッ
ズ
は
何
個
作
成
す

る
予
定
な
の
か
。

　
ぬ
い
ぐ
る
み
を
大
小
合
わ
せ
て
6
5
0

個
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
2
0
0
枚
、
携
帯
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
2
、
0
0
0
個
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
2
、
0
0
0
個
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
3
枚

1
組
で
8
0
0
セ
ッ
ト
、
シ
ー
ル
を
1
、
0
0

0
枚
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

マ
チ
の
活
性
化

■（
仮
称
）小
手
指
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
運
用
事
業

1
、
9
0
4
万
3
千
円

　
現
在
建
設
中
の
小
手
指
タ
ワ
ー
ズ
が
平
成
24

年
6
月
に
竣
工
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
施
工
主

よ
り
多
目
的
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
寄
付
の
申
し

出
が
あ
っ
た
た
め
、
市
民
に
芸
術
文
化
活
動
や

生
涯
学
習
活
動
の
場
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
、

（
仮
称
）
小
手
指
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開

設
・
運
用
に
向
け
た
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
仮
称
）
小
手
指
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開

館
日
お
よ
び
時
間
は
ど
の
よ
う
に
予
定
し

て
い
る
の
か
。

　
年
末
年
始
以
外
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

7
時
ま
で
の
開
館
を
基
本
に
想
定
し
て
い

る
。

■（
仮
称
）
新
規
創
業
支
援
出
店
補
助
事
業

3
6
0
万
円

　
新
規
創
業
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
市
内
空

き
店
舗
の
活
用
を
図
り
、
商
業
お
よ
び
商
業
地

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
対
象

者
は
、
空
き
店
舗
所
有
者
の
2
親
等
以
外
の
者

か
つ
出
店
後
2
年
以
上
事
業
を
継
続
す
る
者
で
、

上
限
1
、
2
0
0
万
円
と
し
て
、
新
規
出
店
の

た
め
の
初
期
投
資
費
用
合
計
額
の
3
分
の
1
の

補
助
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
の
空
き
店
舗
の
現
状
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
委
託
で
実
施
し
て
い
る
商
店
街
空
き
店

舗
実
態
調
査
か
ら
、
利
用
可
能
な
空
き
店

舗
は
約
3
0
0
軒
あ
る
と
い
う
報
告
を
受
け
て

い
る
。

文
化
・
ブ
ラ
ン
ド

文
化
・
ブ
ラ
ン
ド
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▲東部クリーンセンター（日比田）

■
観
光
魅
力
紹
介
映
像
作
成
事
業

3
0
0
万
円

　

所
沢
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
各
種
催
事
、
花

や
特
産
物
な
ど
、
観
光
の
魅
力
を
紹
介
す
る
動

画
映
像
を
制
作
し
、
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
と
観
光
客
の
増
加
を
促

し
ま
す
。
作
成
し
た
動
画
に
つ
い
て
は
、

D
V
D
化
に
よ
り
観
光
事
業
者
や
映
画
作
成
会

社
等
に
提
供
す
る
な
ど
積
極
的
に
P
R
・
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
、
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル
と

し
ま
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
配
信
は
検
討
し
て

い
る
の
か
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
動
画
サ
イ
ト
に

も
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

行
政
経
営
の
推
進

■
家
庭
ご
み
土
曜
日
受
け
入
れ
業
務
委
託
事
業

50
万
7
千
円

　

一
般
ご
み
の
受
け
入
れ
件
数
は
、
近
年
、
増

加
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
市
民
か
ら
は
土
曜

日
・
日
曜
日
の
受
け
入
れ
を
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
将
来
に
わ
た
る
業
務
の
継
続
性

を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
毎
月

第
一
土
曜
日
の
午
前
中
に
か
ぎ
り
、
一
般
ご
み

の
受
け
入
れ
業
務
を
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
試
験
的
に
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
実

施
に
あ
た
っ
て
は
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
し

ま
す
。　

こ
の
事
業
の
委
託
先
は
ど
こ
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
何
人
体
制
に
す
る

予
定
な
の
か
。

　

現
時
点
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。
職
員
体
制

に
つ
い
て
は
、
委
託
職
員
8
名
と
市
職
員
2
名

程
度
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良

（
長
寿
命
化
）
事
業

2
、
2
5
0
万
円

　

現
在
の
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

元
年
に
稼
動
し
、
そ
の
後
平
成
11
年
に
改
造
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
以
来
12
年
が
経
過
し

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
同
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と

も
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
量
を
削
減
す
る

た
め
、
国
の
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
事

業
を
活
用
し
て
施
設
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

　
予
算
計
上
の
背
景
は
何
か
。

　

近
年
、
国
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
た
施

設
は
建
て
替
え
で
は
な
く
、
長
寿
命
化
を

図
る
方
針
に
転
換
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
経
費
の
削
減
と
施
設
の
延

命
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

市
政
運
営
体
制
の
整
備

■
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
等
更
新
事
業

　（
保
健
福
祉
部
所
管
分
）6、

8
6
8
万
7
千
円

　（
こ
ど
も
未
来
部
所
管
分
）

6
、
0
2
7
万
8
千
円

　（
教
育
委
員
会
所
管
分
）1、

6
9
4
万
3
千
円

　

現
行
の
福
祉
総
合
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、

複
雑
・
多
様
化
し
増
加
す
る
福
祉
関
連
事
務
を

迅
速
か
つ
正
確
に
処
理
す
る
た
め
平
成
18
年
度

か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、

老
朽
化
に
加
え
交
換
部
品
の
欠
品
な
ど
、
業
務

の
安
定
性
が
確
保
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
新

た
な
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
情
報
シ
ス
テ
ム
の

オ
ー
プ
ン
化
に
よ
り
、
汎
用
機
を
利
用
し
た
シ

ス
テ
ム
も
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
同
時
更
新
し
、
経

費
削
減
を
図
る
も
の
で
す
。

■
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム
加
入
事
業

2
7
0
万
5
千
円

　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
施
設
予
約
に
つ

い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
お
い
て
市
民

等
か
ら
の
直
接
申
請
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
同

施
設
か
ら
離
れ
た
地
域
の
方
か
ら
予
約
し
に
く

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
予
約
管

理
を
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
に
加
え
る
こ
と

に
よ
り
、
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
施
設
の
予
約
や
空
き
状
況
の
確
認

等
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

安
心
・
安
全
な
マ
チ
の
実
現

■
所
沢
市
地
域
防
災
計
画
改
訂
事
業3

3
6
万
円

　

昨
年
3
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

地
震
規
模
の
大
き
さ
に
加
え
広
域
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
影
響
は
首
都
圏
に
ま
で
及
び
、
帰
宅

困
難
者
な
ど
の
状
況
を
招
き
、
ま
た
、
そ
の
後

の
復
興
支
援
体
制
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
対
応
が

長
期
的
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、
帰
宅
困
難
者
な
ど
新
た
な
状

況
へ
の
対
応
、
災
害
支
援
対
策
の
強
化
な
ど
に

つ
い
て
同
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
改
訂
を

行
う
も
の
で
す
。

■
防
災
ガ
イ
ド
・
避
難
所
マ
ッ
プ
・
地
震
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
事
業

1
、
2
6
8
万
円

　

防
災
ガ
イ
ド
・
避
難
所
マ
ッ
プ
は
作
成
か
ら

5
年
が
経
過
し
て
お
り
、
新
た
な
情
報
と
更
な

る
市
民
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
防
災
ガ
イ

ド
・
避
難
所
マ
ッ
プ
と
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
合
体
し
た
改
訂
版
を
作
成
し
、
全
戸
配
布
を

行
う
も
の
で
す
。

発
展
に
向
け
た
都
市
基
盤
の
整
備

■
し
尿
処
理
施
設
運
営
管
理
事
業

1
億
2
、
8
3
6
万
円

　

所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、
し
尿

お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
を
処
理
す
る
た
め
新
た
な

施
設
を
設
置
し
、
4
月
か
ら
の
稼
働
に
あ
た
っ

て
必
要
な
運
営
管
理
を
行
う
も
の
で
す
。

行
　
政

所
沢
成
長
作
戦

所
沢
成
長
作
戦

行
　
政
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▲所沢浄化センター（東所沢和田）

大舘副市長

《
特
別
会
計
予
算
》

　

6
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、
6
0
4

億
2
、
4
4
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水

道
特
別
会
計
で
は
、
異
常
通
報
処
理
や
雨
水
貯

留
施
設
の
運
転
監
視
お
よ
び
遠
隔
操
作
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
で
行

う
設
備
整
備
の
た
め
、
3
、
2
5
4
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

《
事
業
会
計
予
算
》

　

水
道
事
業
会
計
の
予
算
は
、
88
億
5
、
1
3

5
万
7
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
1
億

4
、
5
5
0
万
9
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
市
内
39
か
所
の
配
水
管

整
備
拡
充
事
業
と
し
て
14
億
7
、
8
1
1
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、
23
億
1
、
3
4

4
万
5
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3
億

4
、
3
8
2
万
7
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
更
新
事
業
と
し
て
、
3
億
5
、
0

0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
の
一
部
改
正
が
24
件
提
出
さ
れ
、
可
決

し
ま
し
た
。
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
所
沢
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
23
年
12
月
の
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
個
人
市
民
税
の
退
職
所
得
に
係
る
市

民
税
所
得
割
額
の
10
%
税
額
控
除
の
廃
止
、
法

人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
お
よ
び
課
税
ベ
ー
ス

の
拡
大
に
伴
う
県
た
ば
こ
税
か
ら
市
た
ば
こ
税

へ
の
税
源
移
譲
を
目
的
と
し
た
市
た
ば
こ
税
の

税
率
の
引
き
上
げ
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑

損
控
除
額
等
の
特
例
の
対
象
拡
大
に
伴
う
用
語

の
定
義
の
追
加
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
所
沢
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
お
よ
び
第
5
期
所

沢
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
特
別
給
付
の
見
直
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
の
増
加
に
伴
う
保
険
料
の

増
額
、
保
険
料
区
分
の
細
分
化
等
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

■
所
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

臨
時
職
員
の
増
加
や
勤
務
内
容
の
多
様
化
等

を
踏
ま
え
、
任
用
根
拠
の
明
確
化
や
賃
金
制
度

の
適
正
化
等
を
目
的
と
し
て
臨
時
職
員
の
任
用

に
関
す
る
制
度
の
全
般
を
見
直
す
こ
と
に
伴
い
、

臨
時
的
任
用
職
員
に
支
給
す
る
賃
金
等
の
額
お

よ
び
支
給
方
法
等
に
つ
い
て
条
例
に
規
定
す
る

た
め
、
所
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
所
沢
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
、
所
沢
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
所
沢
処
理
区
内
の
下
水
処

理
を
新
河
岸
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
（
和
光
市
）

で
の
処
理
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
伴
い
、
所
沢

浄
化
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
と
す
る
た
め
、
所
沢
市

下
水
道
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

所
沢
浄
化
セ
ン
タ
ー
廃
止
後
の
跡
地
利

用
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

し
尿
処
理
施
設
を
建
設
す
る
協
議
調
整

を
庁
内
関
係
機
関
と
行
っ
て
い
る
が
、
敷

地
全
体
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
全
庁
的
な
議
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

■
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
規
約

変
更

　

外
国
人
住
民
が
平
成
24
年
7
月
に
住
民
基
本

台
帳
法
の
適
用
対
象
に
加
わ
る
こ
と
に
伴
い
、

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
規
約
を

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
広
域
連
合
を
組

織
す
る
関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
も
の

で
す
。

■
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結

契
約
金
額　

1
、
5
0
0
万
円
（
上
限
額
）

契
約
の
相
手
方　

佐
渡
一
雄
氏
（
中
富
南
／
公

認
会
計
士
）

■
市
道
路
線
の
認
定　

15
路
線

■
市
道
路
線
の
廃
止　

6
路
線

■
副
市
長
の
選
任
に
同
意

•
大
舘　

勉
氏
（
小
手
指
元
町
／
新
任
）

■
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

•
中
沢　

貴
久
氏
（
荒
幡
／
新
任
）

■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

•
吉
川　

哲
夫
氏
（
東
村
山
市
／
新
任
）

　
「
所
沢
市
議
会
議
員
定
数
の
あ
り
方
に
関
す

る
審
議
会
設
置
条
例
」
の
制
定
、
お
よ
び
「
所

沢
市
議
会
委
員
会
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る

議
案
を
提
出
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

所
沢
市
議
会
議
員
定
数
の
あ
り
方
に
関
す
る

審
議
会
と
は
、
議
員
定
数
の
算
出
根
拠
を
明
確

に
す
る
た
め
、
客
観
的
な
審
議
等
を
行
う
自
薦

委
員
1
人
を
含
む
5
人
以
内
で
組
織
さ
れ
、
本

年
5
・
7
・
10
月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

●
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
次
の
委
員

を
指
名
推
選
し
ま
し
た
。

•
永
峰　

勝
子
氏
（
松
郷
／
再
任
）

•
松
岡　

幸
雄
氏
（
下
富
／
再
任
）

•
小
暮　

博
攵
氏
（
北
野
南
／
再
任
）

•
岩
渕　

淑
子
氏
（
北
有
楽
町
／
新
任
）

条
例
関
係

人
事
案
件

議
員
提
出
議
案

規
約
変
更
・
そ
の
他
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みんな
の党
所沢

議　案　件　名

平成24年度所沢市一般会計予算

平成24年度所沢市国民健康保険特別会計予算

平成24年度所沢市介護保険特別会計予算

平成24年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算

所沢市税条例の一部を改正する条例制定について

所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

議　案

番号等

第8号

第12号

第13号

第14号

第20号

第29号

●賛成●
•埼玉西部消防組合設立が平成23年12月定例会に
おけるすべての構成市議会で可決されており、消
防広域化事業費は適切な予算と認める。

●反対●
•消防は地方自治の根幹をなす機能であり、広域化
せずに市の消防組織であることこそ、市民の安
全・安心を守るために望ましい。

■平成24年度所沢市一般会計予算

●賛成●
•事務量が増大する中で窓口業務を委託し、職員を
増員せずに対応する点は評価できる。

●反対●
•市民の個人情報を扱う場を民間委託する点で情
報漏えいや偽装請負の疑いも強く、改善すべき問
題である。

■平成24年度所沢市国民健康保険特別会計予算

●賛成●
•厳しい財政事情の中、他市と比較しても介護保険
料の値上げを最低限に抑え、高齢者に配慮した軽
減区分も評価できる。

●反対●
•第4期の保険料給付総額見込みと実績がかけ離れ
ており、見積りが多すぎたのではないかとの懸念
がある。

■平成24年度所沢市介護保険特別会計予算

●賛成●
•高齢者の医療の確保に関する法律に基づき、ま
た、同法第98条の規定における負担割合が1割の
被保険者の療養給付費について、その12分の1の
額を市が負担する方針であるため、適正なもので
あると認める。

●反対●
•75歳以上の医療費と人口増加に伴って際限なく
値上がりする欠陥のある制度であり、国の通達に
あるように財政安定化基金を取り崩し、高齢者の
支援をするべきである。

■平成24年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算

●賛成●
•退職所得に係る個人市民税の所得割額からの税
額控除特例措置を廃止するものだが、納税義務者
に大きな負担を与えるものではなく十分納得で
きるものである。

●反対●
•退職所得控除の廃止は年金改悪や介護保険料、後
期高齢者医療保険料の値上げ、消費税増税など高
齢者の生活に大きく影響するもので認めること
はできない。

■所沢市税条例の一部を改正する条例制定

●賛成●
•所得段階区分の改正にきめ細かい工夫を施し、介
護保険保険給付費準備基金を取り崩すなど、保険
料上昇を抑制するために努力を行っている。

●反対●
•介護予防・日常生活支援総合事業とする制度改変
では、人員や設備運営の基準がなくボランティア
任せになる可能性がある。

■所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制定

議案に します賛成・反対

共
　
生

至誠クラブ日本共産党 育民主ネット
リベラルの会公明党所沢フォーラム

“おおぞら”

原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決
原案
可決

結
　
　
果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（
議
　
長
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

青
木
　
利
幸

近
藤
　
哲
男

松
本
　
明
信

安
田
　
義
広

中
　
　
毅
志

大
舘
　
隆
行

岡
田
　
静
佳

石
井
　
　
弘

浜
野
　
好
明

久
保
田
茂
男

吉
村
　
健
一

植
竹
　
成
年

西
沢
　
一
郎

村
上
　
　
浩

亀
山
　
恭
子

福
原
　
浩
昭

島
田
　
一
隆

赤
川
　
洋
二

入
沢
　
　
豊

石
本
　
亮
三

末
吉
美
帆
子

浅
野
美
恵
子

矢
作
い
づ
み

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

桑
畠
　
健
也

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

谷
口
　
雅
典

松
崎
　
智
也

脇
　
　
晴
代

越
阪
部
征
衛

■本会議において賛否が分かれた審議結果［平成24年第1回定例会］

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。議員提出議案2件を含む全審議結果（51件）は市議会ホームページの「議決の概要」をご覧ください。

○：賛成　　×：反対
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政
策
討
論
会
は
、
市
長
等
か
ら
提
出
さ
れ
た

議
案
に
か
ぎ
ら
ず
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

各
議
員
が
意
見
等
の
交
換
を
行
い
、
共
通
認
識

を
醸
成
す
る
た
め
に
、
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
2
月
4
日
午
後
2
時
か
ら
、
所
沢

市
役
所
全
員
協
議
会
室
に
お
い
て
、
1
3
8
人

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
所
沢
市
議
会

初
の
政
策
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
政
策
討
論
会
は
、「
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
『
議
会
か
ら
見
た　
〜
地

域
経
済
の
活
性
化
と
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造

〜
』」
を
テ
ー
マ
に
、
市
議
会
議
員
12
人
が
、

（
1
）
活
性
化
と
は
何
か

（
2
）
活
性
化
と
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係

（
3
）
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
所
沢
市
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

各
テ
ー
マ
に
お
け
る
、
委
員
の
お
も
な
意
見

（
1
）
活
性
化
と
は
何
か

G
D
P
が
上
が
る

み
ん
な
の
党　

所
沢　

松
崎　

智
也

　
G
D
P
の
公
式
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
が
ど
の
ぐ
ら
い
上
が
っ
た
か
に
よ
っ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
。

※
G
D
P（
国
内
総
生
産
）…
国
内
で
1
年
間
に

新
し
く
生
み
だ
さ
れ
た
生
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
の

金
額
の
総
和
。

地
域
産
業
の
潤
い
・
住
民
が
実
感

日
本
共
産
党　

荒
川　
　

広

　
企
業
誘
致
に
よ
る
よ
そ
か
ら
の
力
を
呼
び
込

む
の
で
は
な
く
、
地
元
の
商
工
業
を
活
発
に
す

る
こ
と
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
実
感
で
き
る
。

失
業
者
が
い
な
い
・

金
が
隅
々
に
行
き
わ
た
る

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〞
松
本　

明
信

　
本
市
の
商
工
業
の
状
況
を
見
る
と
、
こ
こ
10

年
で
商
店
や
工
場
数
、
商
品
販
売
額
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が
働
け
て
市
内
の

隅
々
ま
で
金
が
回
る
こ
と
が
地
域
経
済
の
活
性

化
で
あ
る
と
思
う
。

人
が
集
ま
る
・
人
の
出
入
り
が
激
し
い

至
誠
ク
ラ
ブ　

杉
田　

忠
彦

　
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
、
市
外
就
労
率
が
40

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
本
市
に
お
い
て
、
日
中

に
市
外
か
ら
の
買
い
物
客
等
が
増
加
す
る
こ
と
、

観
光
地
や
商
店
を
増
や
し
、
観
光
客
が
増
加
す

る
こ
と
、
以
上
の
3
つ
が
活
性
化
の
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。

地
域
の
財
産
を
大
切
に

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム
〝
お
お
ぞ
ら
〞
石
井　
　

弘

　
工
業
、
商
業
、
農
業
、
観
光
を
と
っ
た
場
合
、

所
沢
は
何
が
強
く
、
何
が
弱
い
の
か
を
研
究
し
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
考
え
方
を
持
っ
て
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
地
域

の
財
産
を
大
切
に
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
。

（
2
）
活
性
化
と
ブ
ラ
ン
ド
と
の
関
係

地
域
主
権
が
重
要

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

赤
川　

洋
二

　
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
、
あ
る
物
を
発
掘
し
、
差
別
化
し
て
情
報
発

信
し
て
い
く
と
い
っ
た
戦
略
を
持
っ
て
仕
上
げ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

本
市
に
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
の
か
ど
う
か
が

問
題

公
明
党　

西
沢　

一
郎

　
本
市
に
は
観
光
や
農
作
物
の
面
で
ブ
ラ
ン
ド

の
要
素
は
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
発
信
し
て
い
け
る
状
態
で
は
な
い
。
本

年
4
月
か
ら
産
業
経
済
部
が
発
足
す
る
こ
と
に

伴
い
、
ど
れ
だ
け
経
済
活
性
化
に
力
を
入
れ
て

い
く
の
か
楽
し
み
で
あ
る
。

地
域
を
連
想
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田　

一
隆

　
例
え
ば
、
吉
祥
寺
と
い
え
ば
井
の
頭
公
園
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
現
段
階
の
本
市
に
お
い

て
は
な
い
。
戦
略
を
持
っ
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
て

い
く
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
は
必
要
で

あ
る
。

（
3
）
所
沢
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
必
要
な
こ
と

地
域
の
名
前
が
大
き
な
要
因

日
本
共
産
党　

城
下　

師
子

　
そ
の
地
域
の
名
前
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
、

市
民
の
認
知
度
が
あ
る
の
か
ど
う
か
で
ブ
ラ
ン

ド
化
も
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
市
外
と
も
相

関
関
係
に
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く
人

づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン

ド
化
の
成
否
に
繋
が
っ
て
い
く
。

緑
を
所
沢
市
の
ブ
ラ
ン
ド
に育　

越
阪
部
征
衛

　
市
内
に
あ
る
経
済
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て

「
と
こ
ろ
ざ
わ
緑
で
ま
ち
お
こ
し
」
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
熱
の
あ
る
方
々
が

集
ま
り
、
緑
が
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ
う

に
言
い
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

官
民
の
情
報
発
信
、
情
報
共
有
を

公
明
党　

福
原　

浩
昭

　
そ
れ
ぞ
れ
役
割
の
異
な
る
、
市
民
、
民
間
企

業
、
行
政
、
議
会
が
、「
所
沢
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
を
丁
寧
に
か
つ
真
剣
に
議
論
す
る
場
を
設

け
、
推
進
す
る
よ
う
な
機
会
（
機
関
）
を
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
策
討
論
会
出
席
議
員

座
　
長
　
桑
畠
　
健
也

副
座
長
　
赤
川
　
洋
二

委
　
員
　
荒
川
　
　
広
　
　
島
田
　
一
隆

　
　
　
　
城
下
　
師
子
　
　
松
崎
　
智
也

　
　
　
　
西
沢
　
一
郎
　
　
松
本
　
明
信

　
　
　
　
杉
田
　
忠
彦
　
　
越
阪
部
征
衛

　
　
　
　
福
原
　
浩
昭
　
　
石
井
　
　
弘

政策討論会を開催しました
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•議員定数・報酬を含めた議員のあり方についての検討の現状は。

•自転車駐車場における指定管理者については、それぞれの指定
管理業者間で、時給に差があるのはおかしい。また、市民文化セン
ターミューズの指定管理者については、なぜ、1社だけなのか。

•民間活力を活用して委託したのなら、民間活力が活用されてい
る状態をどのように評価、あるいはマネジメントしてきたのか。
市職員の給料も高いと思っているが、民間に委託する金額も高い
のではないか。

•自治基本条例推進委員会は、条例の実効性を担保し、監視する
ために作られたと考える。議会の監視機能により、この条例の監
視も必要ではないか。

•図書館への指定管理者導入による効果は。

•市民プールは廃止から存続となった。新市長も存続の考えと聞
く。議員はこの件をどう考えているのか。

•指定管理者の導入に対して、対象となる業者の評価等について
は十分行われているか。

•消防の広域化にあたって、市民への情報公開が不十分ではない
か。市の説明会も開催されているが、大半の市民は知らない状況
である。また、広域化後に議会の消防行政への監視機能は維持で
きるか。組合議会の議員定数の配分状況は所沢市に不利とならな
いか。

•決算特別委員会を傍聴したが、内容が逐条報告となっており、
総体の報告やチェックが行われていないと感じた。予算の審議も
同様であり、提案後直ちに委員会が個別審査に入ってしまう。こ
のようなやり方に問題はないのか。

•米軍基地の未返還地は有効利用ができる土地である。市が率先
して計画しておかないと将来がないと思う。所沢市が衰退すると
いう懸念から、議員の皆様、よろしくお願いします。

•議会は、細かい会派をつくらないと議会運営ができないのか。

•（仮称）総合福祉センターの建設が延びているが、そのことにつ
いて見解を聞かせてほしい。

•議会が健全な監視機能を果たすには、全会派が一致するか、あ
るいは過半数がまとまらなければできない。所沢市議会は会派が
細分化されているが、監視機能はどのように果たされるのか。

•聴覚障害者は議会中継を見ても何を話しているのかわからな
い。選挙の際にも、手話通訳者を立てて演説を行う候補者はいな
かった。今のところ我々は聞こえないということで損をしている
と思うので、改善していただきたい。

•議員と市民のコミュニケーションが不十分である。距離を近付
ける場を作ってもらいたい。地域のイベントも開催を知らせる手
段がないのが現状である。

ご意見・ご要望の概要

　昨年開催した議会報告会において、参加された皆さまからいただいた議会および市政に関するご意見・ご要望
については、広聴広報委員会で協議した結果、所沢市議会として下記のとおり対応いたします。
（誌面の都合で一部の掲載を省略しています。全項目はホームページに掲載しています。）

議会報告会でいただいた、ご意見・ご要望への対応について

•現在、議会運営委員会で検討を行っております。

•整理員の時給に差があることについては、人材を確保するための再委託等の問題
もあり、議会内でも議論はありました。
•市民文化センターミューズについては、運営に専門性があるため、現在は1社で
行われていますが、今後、検討課題になっていくと思われます。

•必ずしも民間活力の導入が良いという意見ばかりではありません。再委託等の問
題もあり、公務員賃金と比較しても、委託業者の労働者の賃金は引き下げられる傾
向だとの議論等もあり、議会内でも意見の分かれるところですが、引き続き注視し
てまいります。
•事業の評価については、今後行ってまいります。

•来年度以降、市民参加条例と住民投票条例の制定が予定されています。議会もこ
れらの検討状況を注視しながら、元となる自治基本条例についても引き続き監視し
てまいります。

•年間3,300万円ほどの経費が削減となると説明がありました。
•新年度から導入が開始されますので、今後注視してまいります。

•市の規模を考慮しても市民プールは必要と考えます。新設には予算も必要となり
ますので、現在の施設を改修して、引き続き使用していくことはやむを得ません。
新たに、通年使用できる温水プール等の設置要望もありますので、一般質問等を行
ってまいります。

•指定管理者の議案が提案された際には、議員は当該業者の評価や実績等につい
て、多くの資料の提供を受けています。それらにより、議員は慎重に審議をして、
議論を深めています。

•議会報告会後の12月議会に本議案が提出されました。議会内でも意見が分かれ、
活発な議論を展開しました。多くの議員から賛成・反対の意見が出され、投票によ
る採決の結果、本議案は可決されました。

•決算特別委員会での審査のあり方については、議会全体で協議すべき部分です。
決算審査の過程では、市民目線での事業の問題点や効果等について協議する事は重
要だと考えます。ご意見として承り、改善できる部分については、今後、議会の中
で議論してまいります。

•基地返還は議会としても大変重要な課題であります。議会選出の基地対策協議会
委員もおりますので、議会や協議会において引き続き、ご意見を踏まえて活動して
いくとともに、基地返還後の行方については、十分検討してまいります。

•方向性が一致している議員が集まって会派を結成します。会派が分かれれば、そ
れだけ多くの意見が出てきます。多くの意見から、さまざまな議論を交わすことが
重要であります。

•本事業は、第5次所沢市総合計画に位置付けられており、測量の費用は既に議決
いたしました。

•議員個人よりも議会としてどうするかということです。議員はさまざまな考え方
を持っていますので、自由討論会や政策討論会を通じて、議会としての合意形成を
図ってまいります。

•議会基本条例にはユニーバーサルデザインの考え方に配慮して分かりやすい議
会運営を行うと掲げておりますので、しっかり取り組んでまいります。

•議会としても課題と認識しておりますので、今後、仕組みを検討してまいります。

所沢市議会としての回答
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▲所沢図書館（並木）

議
員　

以
前
実
施
さ
れ
た
2
学
期
制
検
証
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
、
保
護
者
や
教
師
か
ら
は
、
2

学
期
制
継
続
を
求
め
な
い
回
答
が
多
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
3
学
期
制
の
復
活
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
保
護
者
の
声
や
2
学
期
制
検
証

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
で
の
P
T
A
代
表
の
意
見
な
ど
を
真
摯

に
受
け
と
め
、
3
学
期
制
の
、
再
来
年
度
実
施

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

学
校
教
育
部
長
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
で
は
、

3
学
期
制
復
活
よ
り
2
学
期
制
継
続
の
意
見
が

多
か
っ
た
。
本
年
2
月
の
教
育
委
員
会
会
議
定

例
会
の
結
果
や
、
4
月
か
ら
の
中
学
校
新
学
習

指
導
要
領
全
面
実
施
と
併
せ
、
今
後
、
研
究
・

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
あ
る
程
度
の
期
間
、
新
学
習
指
導
要
領
実

施
の
推
移
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　議
員　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
岩
手
県
釜
石
市

で
は
、
防
災
教
育
の
成
果
で
、
小
・
中
学
校
管

理
下
の
児
童
・
生
徒
が
全
員
、
津
波
か
ら
逃
げ

延
び
た
と
い
う
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と

い
う
防
災
・
減
災
教
育
を
、
本
市
の
小
・
中
学

校
の
教
育
計
画
の
中
で
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
具
体
的
な
防
災
・
減
災
教

育
の
進
め
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
文
部
科
学
省
資
料
に
は
、
安
全
の
課

題
に
対
し
適
切
な
意
思
決
定
や
行
動
選
択
を
し
、

ま
た
、
危
険
を
予
測
し
て
安
全
な
行
動
を
と
り
、

み
ず
か
ら
危
険
な
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
目

標
に
あ
る
。
県
の
重
点
努
力
点
で
も
、
安
全
指

導
に
体
験
的
学
習
や
課
題
解
決
的
学
習
を
取
り

入
れ
、
実
践
力
を
高
め
る
指
導
を
工
夫
す
る
と

あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
防
災
教
育
の

内
容
の
一
層
の
充
実
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

来
年
度
か
ら
、
中
学
校
の
体
育
授
業
で

武
道
が
必
修
化
さ
れ
る
。
保
護
者
は
、
安
全
へ

の
対
処
は
十
分
な
の
か
、
教
員
の
指
導
力
は
大

丈
夫
な
の
か
と
、
大
変
心
配
し
て
い
る
。
生
徒

の
安
全
を
確
実
に
確
保
で
き
る
の
か
と
い
う
声

が
、
非
常
に
多
い
中
で
の
武
道
必
修
化
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
く
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
本
市
で
は
、
す
べ
て
の
中
学

校
に
武
道
場
を
整
備
し
て
お
り
、
施
設
の
充
実

に
よ
り
安
全
を
確
保
し
て
い
る
。
生
徒
が
柔
道

の
特
性
を
味
わ
い
、
安
全
に
学
習
で
き
る
よ
う
、

技
能
の
習
得
に
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導

課
程
を
工
夫
し
、
学
習
補
助
具
、
学
習
ノ
ー
ト

を
活
用
す
る
。
学
習
規
律
を
確
立
し
、
柔
道
の

礼
法
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を
身
に
つ
け
さ

せ
、
ふ
ざ
け
合
い
な
ど
で
事
故
が
起
き
る
こ
と

の
な
い
よ
う
指
導
の
徹
底
を
図
り
、
安
全
で
効

果
的
な
授
業
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

本
市
の
市
立
図
書
館
の
閉
館
時
間
は
、

全
7
館
を
平
均
す
る
と
午
後
5
時
15
分
で
あ
る

が
、
川
越
市
で
は
、
全
4
館
の
平
均
が
午
後
7

時
5
分
で
あ
り
、
約
2
時
間
の
違
い
が
あ
る
。

他
自
治
体
で
も
、
民
間
委
託
さ
れ
て
い
る
図
書

館
の
閉
館
時
間
は
、
よ
り
遅
い
傾
向
が
あ
る
の

で
、
本
年
4
月
か
ら
民
間
委
託
す
る
図
書
館
が

2
館
と
な
る
本
市
で
も
、
開
館
時
間
の
さ
ら
な

る
延
長
を
検
討
で
き
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長
　
図
書
館
の
開
館
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
の
状
況
も
考
慮
し
、
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
本
年
4
月
に
開
館
す
る
新

所
沢
分
館
は
、
新
所
沢
駅
に
近
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
平
日
は
午
後
9
時
閉
館
と
し
た
。
今
後

も
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

3
学
期
制
復
活
は
、
藤
本
市
長
の
選
挙

公
約
だ
が
、
教
育
委
員
会
は
、
2
学
期
制
の
継

続
を
決
定
し
た
。
継
続
の
期
限
を
定
め
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
3
学
期
制
の
復
活
は
し
な
い
と

も
と
れ
る
。
市
長
は
、
今
後
も
教
育
委
員
会
に

3
学
期
制
の
実
現
を
お
願
い
す
る
と
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
育
委
員
会

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
、
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　3月定例会では、26人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの質
問項目中、1項目だけを掲
載しています。
　なお、すべての質問項目
は市議会ホームページで
ご覧になれます。

3
学
期
制
を
実
施
す
べ
き
で
は
?

日
本
共
産
党　

矢
作
い
づ
み

防
災
教
育
本
市
で
の
取
り
組
み
は
?

公
明
党　

福
原　
浩
昭

中
学
校
で
の
武
道
必
修
化

　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
対
策
は
?

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム〝
お
お
ぞ
ら
〞
青
木　
利
幸

図
書
館
の
開
館
時
間

　
　
　
　
　
　
　
延
長
で
き
な
い
か

み
ん
な
の
党　

所
沢　

松
崎　
智
也

3
学
期
制
の
導
入
に
向
け

　
　
引
き
続
き
検
討
が
必
要
で
は
?

公
明
党　

西
沢　
一
郎

し
ん

し
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▲現在の夜間自動車通行止ゲート（堀之内）

教
育
長　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

学
び
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
や
、
校
長
会

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
意
見
を
聞
く

と
と
も
に
、
埼
玉
県
に
か
ぎ
ら
ず
、
県
外
の
事

例
も
調
査
研
究
し
て
、
そ
の
う
え
で
教
育
委
員

会
会
議
に
そ
の
内
容
を
諮
り
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
も
位
置

付
け
て
い
る
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、
な
か
な

か
具
体
的
な
進
展
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
民

間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。
ま
た
、
設
置
場
所
に
つ

い
て
は
、
余
熱
利
用
の
観
点
で
東
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
周
辺
が
最
適
地
だ
が
、
西
武
鉄
道
所

沢
車
輌
工
場
跡
地
な
ど
も
好
適
地
で
は
な
い
か
。

教
育
総
務
部
長　

温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
用
途
、
目
的
の
も
の
を
整
備
す
る

か
を
、
施
策
と
の
関
連
も
検
討
し
な
が
ら
全
庁

的
な
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
建
設
が
具

体
化
す
れ
ば
、
財
政
的
問
題
も
課
題
と
な
る
た

め
、
民
間
活
力
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
所
沢
の
表
玄
関
で
あ
る
、
西
武
車
輌

工
場
跡
地
を
候
補
地
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ご
提
案
と
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

議
員　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
3
人
乗
り
自

転
車
の
購
入
に
補
助
を
出
す
自
治
体
が
増
え
て

い
る
が
、
費
用
の
助
成
を
受
け
て
も
自
己
負
担

が
高
額
で
、
人
気
は
も
う
一
つ
の
評
価
で
あ
る
。

一
方
、
レ
ン
タ
ル
は
、
安
価
な
費
用
で
半
年
か

ら
1
年
程
度
の
契
約
期
間
の
自
治
体
が
多
く
、

人
気
が
高
い
。
本
市
も
、
新
た
な
子
育
て
支
援

と
し
て
、
3
人
乗
り
自
転
車
購
入
へ
の
補
助
や
、

レ
ン
タ
ル
な
ど
を
始
め
ら
れ
な
い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

自
転
車
の
安
全
性
が
確
保

さ
れ
て
い
て
も
、
転
倒
等
の
危
険
性
は
あ
り
、

普
通
の
自
転
車
よ
り
慎
重
な
運
転
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
原
則
、
車
道
走
行
と
な
る
た
め
、

道
路
状
況
に
応
じ
た
運
転
技
術
習
得
の
機
会
や

交
通
ル
ー
ル
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
も
必
要
と

な
る
。
現
在
の
本
市
の
交
通
事
情
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
3
人
乗
り
自
転
車
の
利
用
を
、
子
育

て
支
援
の
施
策
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

議
員　

放
射
線
の
除
染
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達

が
遊
ぶ
公
園
な
ど
は
、
市
が
独
自
に
定
め
た
基

準
を
超
え
た
箇
所
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。 

し
か
し
、
子
ど
も
は
公
園
だ
け
で
過
ご
す

わ
け
で
な
く
、
家
路
へ
の
道
路
や
路
地
で
遊
ん

で
い
る
。
子
ど
も
の
被
曝
線
量
を
下
げ
る
に
は
、

市
域
全
体
を
除
染
対
象
と
す
べ
き
と
考
え
る
。

除
染
対
象
範
囲
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

子
ど
も
の
利
用
頻
度
の

高
い
公
共
施
設
で
、
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を

実
施
し
、
基
準
を
超
え
た
地
点
は
除
染
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
道
路
側
溝
な
ど
、
数
値
の
高
い

箇
所
も
あ
る
の
で
、
担
当
部
署
と
連
携
し
現
場

確
認
を
す
る
な
ど
、
必
要
な
対
策
を
と
っ
た
。

市
域
全
体
に
除
染
対
象
箇
所
を
広
げ
る
予
定
は

な
い
が
、
近
い
う
ち
に
車
載
型
の
測
定
器
に
よ

り
、
通
学
路
、
路
地
な
ど
を
含
め
、
主
要
な
市

内
の
道
路
の
測
定
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

議
員　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄

物
を
、
地
元
で
処
理
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、

仙
台
市
や
岩
手
県
岩
泉
町
の
事
例
が
新
聞
報
道

さ
れ
て
い
る
。
地
元
で
処
理
が
完
結
で
き
れ
ば
、

雇
用
の
創
出
に
な
り
、
お
金
も
落
ち
る
と
い
う

考
え
方
な
の
だ
が
、
地
元
や
地
元
に
近
い
場
所

で
の
処
理
を
優
先
す
べ
き
、
と
い
う
考
え
に
つ

い
て
の
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

市
長　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
雇

用
の
創
出
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
元
で
処
理
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
の
意
見
も
あ
る
。
一
方
、
一

日
も
早
い
復
興
に
は
、
広
域
で
の
処
理
を
と
い

う
声
も
多
い
。
安
全
性
は
確
保
し
た
う
え
で
、

困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が
人
間

と
し
て
当
然
と
考
え
て
お
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
て
い
る
「
紡
ご
う
!
絆
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
地
元
で
処
理
し
た
い
と
い
う
自

治
体
の
意
向
は
、
尊
重
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
。

議
員　

昨
今
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
人
口
が
増
加
し
、

狭
山
湖
周
辺
の
道
路
も
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

で
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
狭
山
湖
周
辺
の
道
路
に
は
、
不
法
投
棄

が
多
い
場
所
が
あ
る
。
狭
山
湖
側
の
敷
地
の
一

部
は
、
東
京
都
水
道
局
が
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
。
本
市
も
監
視
カ
メ
ラ
設
置
や
、
道

路
の
夜
間
通
行
止
め
な
ど
を
実
施
で
き
な
い
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
水
道
局
が
設
置
し
て
い
る
の
で
、

連
携
を
と
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
夜
間
の
一

部
通
行
止
め
に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施
済
だ
が
、

拡
大
に
つ
い
て
は
、
途
中
に
観
光
農
園
、
ホ
テ

ル
等
が
あ
り
、
同
意
が
必
要
な
た
め
難
し
い
。

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
道
路
は
、
所
沢
の
ブ
ラ
ン

ド
に
も
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
不

法
投
棄
防
止
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

温
水
プ
ー
ル
設
置
に

　
　
　
　
　
　
民
間
活
力
の
導
入
を

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム〝
お
お
ぞ
ら
〞
石
井　

弘

除
染
対
象
地
域
を

　
　
　
　
市
域
全
域
に
広
げ
る
べ
き

日
本
共
産
党　

荒
川　

広

3
人
乗
り
自
転
車
の
購
入
に

　
　
　
　
　
　
　
補
助
で
き
な
い
か

公
明
党　

植
竹　
成
年

災
害
廃
棄
物
、
地
元
で
の
処
理
を

　
　
　
優
先
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
?

共
生　

脇　

晴
代

狭
山
湖
周
辺
の
不
法
投
棄
対
策
に

　
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
な
い
か

み
ん
な
の
党　

所
沢　

谷
口　
雅
典
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▲西部クリーンセンター（林）

議
員　

古
着
の
回
収
は
拠
点
回
収
の
た
め
、
回

収
日
の
設
定
が
少
な
く
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
日

に
出
さ
れ
て
い
る
の
を
よ
く
目
に
す
る
。
リ
ユ

ー
ス
目
的
な
ら
、
汚
れ
な
い
の
が
望
ま
し
い
の

で
、
新
聞
や
雑
誌
を
回
収
す
る
日
に
、
ポ
リ
袋

な
ど
に
入
れ
て
出
す
こ
と
に
す
れ
ば
、
汚
れ
ず
、

ま
た
回
収
量
も
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
集

積
所
で
の
古
着
回
収
を
検
討
で
き
な
い
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
集
積
所
は
、
現
在
、
約

8
、
8
0
0
か
所
あ
り
、
集
積
所
で
古
着
の
回

収
を
行
っ
た
場
合
、
拠
点
回
収
と
比
べ
、
よ
り

身
近
な
場
所
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
よ
り
も
多

く
の
回
収
量
が
見
込
め
る
。
ま
た
一
方
で
、
集

積
所
で
の
回
収
は
、
資
源
化
に
は
適
さ
な
い
古

着
な
ど
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
集

積
所
で
の
回
収
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が

想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
市
も
「
捨
て
れ
ば
ご
み
、
生
か
せ
ば

資
源
」
の
立
場
で
、
生
ご
み
の
資
源
化
、
バ
イ

オ
ガ
ス
化
な
ど
を
提
案
し
、
ご
み
減
量
・
資
源

化
に
市
民
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
定

例
会
に
、
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化

関
連
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。
ご
み
焼
却
施
設
と

し
て
の
位
置
付
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
拠
点
施
設
と
す
る
検
討
を
行
う
時
期
に

来
て
い
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
今
後

10
年
か
ら
15
年
程
度
使
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
白
紙
だ
が
、

新
た
な
焼
却
施
設
が
必
要
か
、
あ
る
い
は
焼
却

施
設
以
外
が
必
要
に
な
る
の
か
、
今
後
の
ご
み

量
の
推
移
や
社
会
経
済
情
勢
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
全
市
的
な
政
策
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　議
員　

長
野
県
で
行
わ
れ
て
い
る
「
宅
幼
老

所
」
は
、
高
齢
者
等
が
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
地
域
ケ
ア
拠
点
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
共
生
型
介
護
施
設
の
設
置
は
、
全
国

的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
が
、
本
市
で

N
P
O
等
が
同
様
な
事
業
を
行
お
う
と
し
た
場

合
に
、
何
ら
か
の
支
援
策
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
同
様
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
に
保
育
施
設
を
設

置
し
た
事
業
所
に
、
国
の
制
度
を
活
用
し
て
、

平
成
22
年
度
に
補
助
を
適
用
し
た
。
本
市
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
団
体
が
あ
る
が
、
相
談
等
が

あ
れ
ば
、
他
自
治
体
の
取
り
組
み
や
国
の
制
度

も
含
め
、
情
報
提
供
と
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

議
員　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
デ
ー
タ
を
有
効

活
用
す
れ
ば
、
個
々
の
受
診
者
の
状
況
に
応
じ
、

注
意
喚
起
を
促
す
講
座
等
を
紹
介
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
詳
細
な
デ
ー
タ
が
手
元

に
届
け
ば
、
本
人
も
自
分
の
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
す
る
た
め
に
、
病
院
で
治
療
を
行
う
な
ど
の
、

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
こ
の
宝
の

山
と
も
い
え
る
特
定
健
診
受
診
デ
ー
タ
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
民
経
済
部
長
　
本
市
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
の
特
定
健
診
受
診
デ
ー
タ
は
把
握
し
て

お
り
、
施
策
や
計
画
の
策
定
に
役
立
て
て
い
く
。

ま
た
、
個
々
の
受
診
者
に
対
し
て
は
、
来
年
度
、

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
値
に
基
づ
く
腎
機
能
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
る
方
な
ど
に
、
個
別
・
具
体
的
な

情
報
提
供
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
を
送
付

し
、
慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発
見
、
進
展
予
防
に

つ
な
げ
て
い
く
。

議
員　

本
市
の
国
保
加
入
者
で
、
50
代
・
60

代
・
70
代
そ
れ
ぞ
れ
の
受
診
件
数
が
最
も
多
い

の
は
高
血
圧
性
疾
患
と
の
こ
と
で
あ
る
。
先
ご

ろ
改
訂
さ
れ
た
「
健
康
と
こ
ろ
21
」
で
も
重
点

課
題
と
さ
れ
た
高
血
圧
性
疾
患
対
策
が
、
国
保

財
政
に
も
、
ま
た
健
康
を
守
る
う
え
で
も
大
事

だ
と
い
う
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
高
血
圧
に
特
化

し
た
総
合
的
な
対
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
　
近
年
、
子
ど
も
の
高
血
圧
も

見
ら
れ
る
た
め
、
所
沢
市
食
育
推
進
計
画
を
通

じ
、
学
校
な
ど
と
協
力
し
て
、
食
育
を
進
め
て

い
る
。
青
年
期
以
降
は
、
日
常
的
な
運
動
習
慣

や
健
康
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

と
こ
し
ゃ
ん
体
操
や
高
齢
者
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
奨
励
、
特
定
健
診
結
果
を
活
用
し
た
保

健
指
導
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
高
血
圧

性
疾
患
対
策
も
、
医
療
や
教
育
部
門
と
連
携
を

図
り
、
総
合
的
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

さ
い
た
ま
市
や
立
川
市
で
、
高
齢
者
な

ど
が
孤
立
死
や
餓
死
す
る
な
ど
の
痛
ま
し
い
事

件
が
起
き
た
。
厚
生
労
働
省
は
、
本
年
2
月
に

生
活
困
窮
者
に
関
す
る
情
報
が
地
方
自
治
体
の

福
祉
部
局
窓
口
に
つ
な
が
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
の
連
絡
体
制
の
強
化
を
求
め
る
通
知

を
出
し
た
が
、
こ
の
通
知
を
受
け
て
、
本
市
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

古
着
の
回
収
を

　
　
　
　
集
積
所
で
実
施
し
て
は
?

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

石
本　
亮
三

共
生
型
介
護
施
設
の
設
置
に

　
　
　
　
　
　
　
支
援
策
は
あ
る
か

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田　
一
隆

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
施
設
に

日
本
共
産
党　

城
下　
師
子

特
定
健
康
診
査
の
受
診
デ
ー
タ

　
　
　
　
　
有
効
活
用
で
き
な
い
か

公
明
党　

亀
山　
恭
子

高
血
圧
性
疾
患
対
策
の
充
実
を

至
誠
ク
ラ
ブ　

桑
畠　
健
也

孤
立
死
防
止
へ
の

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況
は
?

日
本
共
産
党　

平
井　
明
美
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▲狭山湖

保
健
福
祉
部
長　

福
祉
事
務
所
で
は
、
さ
い
た

ま
市
の
餓
死
報
道
後
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者

に
対
し
、
料
金
滞
納
者
で
特
に
生
活
困
窮
が
著

し
い
と
思
わ
れ
る
世
帯
を
確
認
し
た
場
合
に
は
、

福
祉
事
務
所
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
、
協
力

を
お
願
い
し
た
。
国
の
通
知
を
受
け
て
、
改
め

て
各
事
業
者
に
は
文
書
で
協
力
を
要
請
し
た
。

庁
内
で
も
徴
収
に
関
わ
る
所
属
に
対
し
、
生
活

相
談
が
必
要
な
世
帯
を
発
見
し
た
場
合
は
、
福

祉
事
務
所
へ
案
内
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

議
員　

大
和
郡
山
市
役
所
で
は
、
庁
舎
の
節
電

の
た
め
、
照
明
を
H
F
蛍
光
灯
（
高
周
波
点
灯

蛍
光
管
）
に
取
り
換
え
た
り
、
L
E
D
と
H
F

蛍
光
灯
と
の
併
用
や
、
人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入
し
、
電
気
料
の
節
約
を
実
現

し
た
。
八
王
子
市
で
は
、
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

式
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
、
経
費
を
節
減
し
た
と

聞
く
。
本
市
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

財
務
部
長　

本
市
も
、
平
成
17
年
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
を
導
入
し
、
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
照
明
に
つ
い
て
も
、
一
部
の
白
熱
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
し
た
。
ま
た
、
蛍
光
灯
に
つ

い
て
も
一
部
で
す
で
に
H
F
型
螢
光
灯
に
交
換

し
、
節
電
に
努
め
て
い
る
。
更
な
る
省
エ
ネ
機

器
類
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
施
設
改

修
の
必
要
性
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
の

で
、
今
後
の
研
究
課
題
と
す
る
。

議
員　

今
後
の
産
業
政
策
は
、
土
地
利
用
計
画

と
大
変
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
特
に
、
企
業
誘

致
な
ど
は
県
や
国
と
の
連
携
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
県
も
、
産
業
元

気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
が
、

本
市
と
の
連
携
の
記
述
は
な
い
。
今
後
は
、
本

市
単
独
の
政
策
で
は
な
く
、
県
や
国
と
の
連
携

が
重
要
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
等
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
用
意
が
あ
る
。
経
済
産
業
省

の
関
東
経
済
産
業
局
、
財
団
法
人
埼
玉
県
産
業

振
興
公
社
な
ど
が
窓
口
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
情

報
収
集
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
県
で
は
数
年
前
に
企
業
誘

致
大
作
戦
を
行
っ
た
が
、
本
市
で
い
え
ば
産
業

経
済
部
の
発
足
が
そ
れ
に
当
た
る
。
産
業
経
済

部
を
中
心
に
、
国
・
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

積
極
的
な
情
報
交
換
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

平
成
26
年
に
、
完
成
か
ら
80
周
年
を
迎

え
る
狭
山
湖
は
、
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、

所
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
で
第
4
位
で
あ
り
、

本
市
の
大
変
貴
重
な
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
80
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
市
内
外
へ
の

P
R
や
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
狭
山
湖
完
成
80
周
年
記
念
事
業
を
何

ら
か
の
形
で
実
施
で
き
な
い
か
。

市
民
経
済
部
長　

山
口
貯
水
池
は
、
東
京
都
民

の
水
が
め
と
し
て
昭
和
4
年
に
着
工
し
、
昭
和

9
年
に
完
成
し
た
。
昭
和
25
年
に
は
愛
称
募
集

で
「
狭
山
湖
」
の
名
称
が
決
定
し
、
平
成
17
年

に
は
、
ダ
ム
湖
1
0
0
選
に
選
定
さ
れ
、
四
季

を
通
じ
て
人
気
の
あ
る
、
本
市
を
代
表
す
る
観

光
地
で
あ
る
。
完
成
80
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
は
、
東
京
都
水
道
局
や
本
市
観
光
協
会
か
ら

意
見
を
伺
い
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

経
済
活
性
化
の
た
め
、
市
内
の
商
工
業
、

あ
る
い
は
農
業
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
き
で
あ
る
。
本
市
は
、
災
害
の
影
響
の
少
な

い
ま
ち
と
し
て
、
大
き
な
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
考
え
る
。
市
長
は
、
今
定
例
会
に
、

産
業
経
済
部
を
中
心
と
す
る
、
工
業
活
性
化
推

進
の
予
算
提
案
も
さ
れ
た
。
動
き
始
め
る
こ
と

で
世
間
は
注
目
し
、
企
業
は
関
心
を
持
つ
わ
け

だ
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

市
長　

新
年
度
、
地
域
経
済
団
体
や
外
部
の
方

を
委
員
と
す
る
、
工
業
活
性
化
施
策
策
定
委
員

会
を
設
置
し
、
事
業
者
が
本
市
で
事
業
展
開
す

る
た
め
に
、
ど
ん
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
支
援
制

度
が
必
要
か
な
ど
、
本
市
の
工
業
・
製
造
業
の

活
性
化
に
関
す
る
、
具
体
的
な
提
案
を
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
庁
内
に
お
い
て
も
財

源
確
保
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い
て

研
究
し
、
実
務
的
な
検
討
を
し
た
い
。

議
員　

本
年
2
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
、
日
米

両
国
政
府
間
の
協
議
機
関
で
あ
る
、
日
米
合
同

委
員
会
で
、
米
軍
所
沢
通
信
基
地
内
の
東
西
連

絡
道
路
用
地
返
還
に
つ
い
て
、
合
意
が
な
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
。
今
後
は
、
返
還
条

件
履
行
の
確
認
後
に
、
正
式
に
返
還
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
確
認
事
項
と
は
何
か
、
ま
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

今
後
は
、
防
衛
省
が
測
量
や
施
設
の
配

置
を
検
討
し
、
並
行
し
て
米
軍
と
防
衛
省
と
本

市
の
三
者
で
、
返
還
条
件
で
あ
る
施
設
の
移
設

工
事
の
調
整
を
行
う
。
工
事
完
了
後
、
米
側
が

返
還
条
件
の
確
認
を
行
い
、
確
認
後
、
返
還
が

決
定
す
る
。
そ
の
後
、
閣
議
決
定
な
ど
を
経
て

返
還
と
な
る
。し
た
が
っ
て
、
道
路
の
着
工
に
は
、

ま
だ
相
当
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

産
業
経
済
部
の
発
足
に
よ
る

　
　
　
　
　
今
後
の
産
業
政
策
は
?

公
明
党　

吉
村　
健
一

狭
山
湖
完
成
80
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
実
施
で
き
な
い
か

至
誠
ク
ラ
ブ　

荻
野　
泰
男

節
電
市
役
所
で

　
　
　
　
光
熱
費
の
大
幅
削
減
を
!

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

末
吉
美
帆
子

経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
は
?

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム〝
お
お
ぞ
ら
〞
松
本　
明
信

東
西
連
絡
道
路
建
設
に
向
け
て

　
　
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
?

所
沢
フ
ォ
ー
ラ
ム〝
お
お
ぞ
ら
〞
近
藤　
哲
男
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▲所沢陸橋の路側帯（写真中央）

議
員　

今
、
行
政
は
単
年
度
制
の
運
営
の
た
め
、

現
年
度
の
こ
と
だ
け
に
目
が
い
く
。
若
手
職
員

が
夢
を
持
っ
て
将
来
を
つ
く
り
、
自
ら
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
シ
ス
テ
ム
が
欲
し
い
。 

2
年
、
3
年
先
の
こ
と
を
予
測
し
、
先
取
り
し

て
対
応
が
で
き
る
人
、
自
前
で
で
き
る
人
、
所

沢
の
良
さ
、
強
み
を
十
分
に
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
で
き
る
人
を
つ
く
る
組
織
と
し
て
、
新

た
に
未
来
創
造
部
を
設
置
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
部
長　

前
期
基
本
計
画
の
4
つ
の
総

合
的
に
取
り
組
む
重
点
課
題
に
つ
い
て
は
、
政

策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
中
長

期
的
な
視
点
で
、
部
門
横
断
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
現
在
で
も
、
横
断
的
な
課
題
は
増
加
し

て
お
り
、
所
管
部
長
を
交
え
た
協
議
も
多
い
。

将
来
を
見
据
え
て
取
り
組
む
仕
組
み
に
つ
い
て

は
、
各
所
属
で
能
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
し
、

配
置
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

上
安
松
の
所
沢
陸
橋
は
、
交
通
量
の
多

い
陸
橋
で
あ
る
。
車
道
部
分
に
は
、
路
側
帯

（
歩
道
）
を
示
す
白
線
は
あ
る
が
、
車
の
渋
滞

時
に
は
、
二
輪
車
等
が
路
側
帯
の
内
側
を
通
行

し
危
険
で
あ
る
。
歩
行
者
用
に
は
車
道
と
は
別

に
通
路
は
あ
る
が
利
用
者
は
少
な
く
、
歩
行
者

や
自
転
車
も
路
側
帯
部
分
を
通
行
し
て
い
る
。

現
在
、
白
線
が
引
か
れ
て
い
る
部
分
に
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
な
ど
の
構
造
物
を
設
置
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

陸
橋
の
構
造
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
、
基
礎
を
要
す
る
構
造
物
の
設
置
は
困
難

と
考
え
る
が
、
高
さ
80
セ
ン
チ
程
度
の
ポ
ー
ル

状
の
も
の
の
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

市
民
経
済
部
長　

陸
橋
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
関
係
機
関
と
現
地
調
査
を
実
施
し
、

白
線
の
引
き
直
し
や
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整

備
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

新
所
沢
駅
西
口
の
け
や
き
並
木
通
り
は
、

立
派
な
ケ
ヤ
キ
の
並
木
道
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ケ
ヤ
キ
の
根
が
大
き
く
張
り
、
歩
道
の
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
を
持
ち
上
げ
て
段

差
が
つ
き
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行
が
危
険

な
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
ブ
ロ
ッ
ク
が
波
打
ち
、
歩
き
に
く
い
箇
所
や
、

降
雨
時
に
水
た
ま
り
が
で
き
る
箇
所
も
あ
る
。

現
地
調
査
を
行
い
、
早
期
に
改
修
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

こ
の
場
所
の
ケ
ヤ
キ
は
樹
齢
50
年

以
上
経
過
し
、
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
に
は
、
大
き
な
根
も
あ
り
、

改
修
工
事
で
根
を
い
じ
め
る
と
、
ケ
ヤ
キ
が
枯

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
1
個
の
ブ
ロ
ッ

ク
が
原
因
で
、
歩
行
者
が
つ
ま
ず
く
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
補
修
は
、
舗

装
で
す
り
つ
け
る
等
の
方
法
で
行
っ
て
い
く
。

議
員　

西
所
沢
駅
西
口
開
設
検
討
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
昨
年
6
月
、
8
月
、
11
月
、
そ
し
て

本
年
2
月
の
4
回
開
催
さ
れ
、
市
長
に
提
言
書

が
提
出
さ
れ
た
。
提
言
書
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
提
言
を
受
け
、
実
現
に
向

け
た
今
後
の
予
定
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
民
経
済
部
長　

提
言
で
は
、
基
本
目
標
と
し

て
、「
開
設
の
早
期
実
現
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
安
全
性
や
利
便
性
、
東
西
の
一
体
性
の
向
上

を
望
む
」
と
さ
れ
た
。
整
備
方
針
で
は
、「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
整
備
」

「
安
全
な
歩
行
環
境
の
確
保
」「
周
辺
環
境
へ
の

影
響
の
検
討
」
の
3
項
目
が
出
さ
れ
た
。
西
口

整
備
案
で
は
、
自
由
通
路
と
駅
舎
橋
上
化
案
が

最
も
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
た
。
今
後
は
、
庁

内
の
関
係
部
に
よ
る
検
討
会
議
を
設
置
し
、
西

武
鉄
道
株
式
会
社
も
加
え
て
協
議
を
行
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

つ
く
ば
市
で
は
、
緑
・
住
・
農
一
体
型

住
宅
地
と
し
て
、
縁
地
部
分
約
50
坪
、
住
宅
敷

地
部
分
約
1
1
0
坪
、
畑
部
分
約
40
坪
を
セ
ッ

ト
と
し
た
、
定
期
借
地
権
分
譲
と
い
う
手
法
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
多
く
の
人
が
望
む
形
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

の
改
訂
の
中
で
導
入
を
検
討
で
き
な
い
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長　

現
在
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針
の
見
直
し
作
業
の
中
で
、
市
街
化
調
整

区
域
の
土
地
利
用
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
の
方

向
性
が
定
ま
れ
ば
、
議
論
の
対
象
に
は
な
る
と

考
え
る
。
し
か
し
、
つ
く
ば
市
の
事
例
は
市
街

化
区
域
で
の
事
業
で
あ
り
、
市
街
化
調
整
区
域

で
は
、
農
地
法
等
の
問
題
や
課
題
な
ど
、
規
制

を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
具
体
的
な
議
論

の
結
果
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

未
来
創
造
部
を
設
置
で
き
な
い
か

育　

越
阪
部
征
衛

新
所
沢
駅
西
口
の
け
や
き
並
木
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
歩
道
の
改
修
を

日
本
共
産
党　

小
林　
澄
子

所
沢
陸
橋
を
通
行
す
る

　
　
　
　
　
歩
行
者
の
安
全
対
策
を

至
誠
ク
ラ
ブ　

秋
田　

孝

西
所
沢
駅
西
口
開
設

提
言
書
を
受
け
て
今
後
の
対
応
は
?

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

入
沢　

豊

緑
・
住
・
農
　
一
体
型
住
宅
地

　
　
　
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か

至
誠
ク
ラ
ブ　

杉
田　
忠
彦
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▲陸前高田市議会視察の様子

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

№

　所沢市議会は、議会基本条例制定をはじめ、議会報告会や
政策討論会の開催など、市民に開かれた議会を目指し、積極
的な議会改革に取り組んでおります。そのため、議会改革の
先進都市として、全国各地の議会議員の皆さまに、行政視察
に来訪いただいております。視察の対応については、毎回、
議員が数名で行っており、議員同士、忌憚のない活発な意見
交換を行っています。平成 23 年度中の行政視察（議会改革
関連に限る）受け入れ状況をお知らせします。

平成23年　6月　1日
平成23年6月1・2日
平成23年　7月19日
平成23年　7月25日
平成23年　8月　5日
平成23年　8月11日
平成23年　8月12日
平成23年　8月25日
平成23年10月　4日
平成23年10月12日
平成23年10月19日
平成23年10月21日
平成23年10月26日
平成23年10月27日
平成23年11月　1日
平成23年11月　8日
平成23年11月　9日
平成23年11月11日
平成23年11月14日
平成23年11月15日
平成23年11月17日
平成24年　1月16日
平成24年　1月19日
平成24年　1月20日
平成24年　1月23日
平成24年　1月26日
平成24年　1月30日
平成24年　2月　1日
平成24年　2月　8日
平成24年　2月　9日
平成24年　2月　9日

神奈川県 横須賀市議会
福岡県 福岡市議会
熊本県 熊本市議会
千葉県 船橋市議会
東京都 小平市議会
千葉県 流山市議会
大阪府 高槻市議会
山梨県 南アルプス市議会
大分県 大分県議会
福岡県 久留米市議会
奈良県 天理市議会
茨城県 つくば市議会
佐賀県 小城市議会
静岡県 長泉町議会
新潟県 村上市議会
新潟県 新潟市議会
兵庫県 芦屋市議会
三重県 桑名市議会
京都府 京都市会
愛知県 知多市議会
北海道 稚内市議会
岐阜県 可児市議会
愛知県 豊田市議会
山口県 光市議会
奈良県 奈良市議会
京都府 舞鶴市議会
神奈川県 愛川町議会
岩手県 陸前高田市議会
愛知県 江南市議会
埼玉県 朝霞市議会
神奈川県 伊勢原市議会

議会報告会への参加
議会報告会への参加・議会基本条例について
議会改革、議会報告会、議会事業評価について
議会改革について
議会基本条例について
議会報告会、市議会だよりについて
議会基本条例について
議会基本条例、自治基本条例について
議会事業評価について
議会改革について
議会改革（議会報告会、事業評価）について
議会基本条例について
議会基本条例について
議会事業評価（議会改革後の検証）について
議会基本条例について
議会報告会について
議会運営について
議会報告会について
議会改革の取り組みについて
議会基本条例について
議会改革、議会運営全般について
議会基本条例について
議会改革（事業評価など）について
議会改革（議会報告会など）について
議会改革（議会基本条例）について
議会報告会について
議会改革（議会基本条例など）について
議会改革事業評価（議会報告会など）について
議会改革の取り組みについて
議会改革の取り組みについて
議会改革の取り組みについて

2 0
4
1 0
6
1 1
4
4
9
1 8
7
6
1 5
7
7
7
9
9
1 0
1 0
1 1
7
1 4
1 0
9
5
5
3
7
1
8
8

受け入れ月日 議　会　名 視　察　項　目 人数

平成23年度 　行政視察受け入れ状況
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２
月
21
日

本
会
議　

市
長
の
施
政
方
針
・
提
案
理
由

の
説
明
・
議
案
説
明
（
先
議
）

　

２
月
22
日

本
会
議　

議
案
質
疑
（
先
議
）

　

２
月
23
日

委
員
会　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

（
先
議
）

　

２
月
24
日

本
会
議　

常
任
委
員
長
報
告
・
採
決（
先
議
）

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

常
任
委
員
長
報
告（
特
定
事
件
）

　

２
月
27
日

本
会
議　

議
案
説
明

　

３
月
１
・
２
日

本
会
議　

議
案
質
疑

　

３
月
５
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
会　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

　

３
月
７
・
８
・
12
・
13
・
14
日

本
会
議　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

　

３
月
16
・
19
日　

委
員
会　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
審
査

（
特
定
事
件　

学
校
教
育
に
つ

い
て
）

　

３
月
26
日

本
会
議　

常
任
委
員
長
報
告

　

３
月
27
日

本
会
議　

討
論
・
採
決　

追
加
議
案
の
上

程
・
採
決

３
月
定
例
会
の
動
き

３
月
定
例
会
の
動
き

閉会中の議会活動
■総務常任委員会
　特定事件「危機管理・防災について」、所沢市
地域防災計画の見直しについて、「情報公開と市
民参加について（広報・協働・市民参加）」、コミ
ュニティFMについての審査を行いました。なお、
所沢市地域防災計画の見直しについては、協議し
た結果、提言をまとめました。
■教育福祉常任委員会
　特定事件「社会保障について（高齢者医療・介
護保険・低所得者支援）」、第 5期所沢市高齢者福
祉計画・介護保険事業計画の進捗状況について審
査を行いました。また、同特定事件のうち、医療
機関との連携について、小手指第 2地域包括支援
センターと並木地域包括支援センターを視察しま
した。
■市民環境常任委員会
　特定事件「環境保全について」、東京電力福島

第一原子力発電所による大気等の放射能汚染につ
いて審査を行い、高精度および簡易測定器によっ
て市役所本庁舎周辺の空間放射線量の測定を実施
しました。

■建設水道常任委員会
　千葉県柏区画整理事務所の柏通信所跡地土地区
画整理事業と柏北部中央地区一体型特定土地区画
整理事業について、それぞれ視察しました。

■議会運営委員会
　三重県議会、京都府木津川市議会の議会改革の
取り組みについて、千葉県流山市議会のユースト
リームによる委員会中継について、それぞれ視察
しました。

■広聴広報委員会
　岐阜県高山市議会の地域別および分野別市民意
見交換会について、愛知県名古屋市会の市民 3分
間議会演説制度について、それぞれ視察しました。

１月17日～18日　議会運営委員会視察
　　19日　総務常任委員会
　　25日　議会運営委員会視察
　　30日　代表者会議
２月２日　市民環境常任委員会
　　　　　建設水道常任委員会
　　３日　総務常任委員会
　　　　　教育福祉常任委員会視察
　　４日　政策討論会
　　６日　全員協議会
　　７日～８日　広聴広報委員会視察
　　14日　代表者会議／議会運営委員会
　　　　　広聴広報委員会
２月21日～３月27日　第１回定例会

　次の定例会は
6月15日からの
　　予定です。

委 員 長　石本　亮三
副委員長　荻野　泰男
委　　員　脇　　晴代　　矢作　いづみ　　谷口　雅典　　末吉　美帆子
　　　　　吉村　健一　　安田　義広　　大舘　隆行　　越阪部　征衛
　　　　　中村　　太（議長）　　村上　　浩（副議長）
連 絡 先　議会事務局調査担当
　　　　　（TEL 2998-9256） （FAX 2998-9222） 傍聴をお待ちしています。

本会議インターネット中継もご利用下さい。

◎「ところざわ市議会だより」第162号　作成部数 125,000部、経費 3,886,680円

　桜の開花は遅れましたが、大震災の被災地にも、春とともに
復興支援が行き届くことを願います。
　所沢市議会初の「政策討論会」には、多くのみなさんにご来
場いただきありがとうございました。議会では「所沢市議会議
員定数のあり方に関する審議会」を設け、議員定数のあり方を
議論し、議会改革の取り組みを進めています。５月開催の議会
報告会に、ぜひおいでください。　　　　　　　　　　　（矢）


